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兵
庫
県
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
川
野

前
副
市
長

　

合
併
後
、
旧
町
庁
舎
を
活
用

し
た
分
庁
舎
で
の
行
政
運
営
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
庁
舎
の

耐
震
や
円
滑
な
行
政
運
営
等
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
川
野
氏

は
早
急
に
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

庁
舎
の
建
設
・
開
庁
に
あ
た
っ
て

は
、
住
民
の
利
便
性
を
第
一
と

し
た
組
織
機
構
の
再
編
成
な
ど

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
前
副
市
長
の

川
野
四
朗
氏
（
福
良
）
が
５
月

17
日
、
平
成
29
年
度
兵
庫
県
功

労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
野
氏
は
、
南
あ
わ
じ
市
の

助
役
及
び
副
市
長
と
し
て
、
平

成
17
年
３
月
か
ら
平
成
29
年
２

月
ま
で
の
12
年
間
に
わ
た
り
、

そ
の
行
政
手
腕
を
発
揮
し
、
数
々

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
し
遂
げ
ま

し
た
。

川
野
前
副
市
長
が

県
功
労
者
表
彰
を
受
賞

福
良
保
育
園
を
運
営
す
る
「
社

会
福
祉
法
人
む
つ
み
福
祉
会
」

が
、
福
良
こ
ど
も
園
を
運
営
し

ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の
機
能
や
特
徴
を
あ

わ
せ
持
ち
、
教
育
・
保
育
を
一

体
的
に
行
い
、
地
域
の
子
育
て

支
援
も
行
う
施
設
で
す
。

　

開
園
に
伴
う
詳
し
い
情
報
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

福
良
地
区
の
児
童
の
生
命
を

地
震
や
津
波
被
害
か
ら
守
り
、

集
団
保
育
を
維
持
継
続
し
て
い

く
た
め
、
市
立
ち
ど
り
保
育
所

と
私
立
福
良
保
育
園
を
統
合

し
、
新
た
に
「
公
私
連
携
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園　

福
良

こ
ど
も
園
」
を
、
平
成
30
年
４

月
に
開
園
す
る
予
定
で
す
。

　

両
保
育
所
（
園
）
は
来
年
3

月
末
で
閉
園
し
、
現
在
の
ち
ど

り
保
育
所
園
舎
を
利
用
し
て
、

来
年
４
月
に
開
園
す
る
予
定
の
福
良
こ

ど
も
園（
現
在
の
市
立
ち
ど
り
保
育
所
）

❶第５回植物保護シンポジウム
―タマネギべと病の防除対策を考える―
　今回の植物保護シンポジウムでは、昨年全国的に大
発生したタマネギべと病を話題として取り上げ、淡路特
産タマネギにおける防除対策について考究します。
◆日　時　７月 20 日（木）午後１時～５時
◆主　催　吉備国際大学
◆共　催　南あわじ市、JA あわじ島
◆後　援　兵庫県淡路県民局、植物防疫全国協議会

❷市民健康講座
「オリーブオイルで美味しく健康に」

　オリーブオイルは、毎日の食事に取り入れて上手に
脂肪酸を摂取することで、メタボリックシンドロームを
予防し、健康長寿が達成できます。こうしたオリーブ
オイルの魅力を（株）J- オイルミルズの山下貴稔氏
が紹介してくださいます。
◆日　時　７月 15 日（土）午後２時～４時 30 分
◆主　催　吉備国際大学
◆共　催　南あわじ市　
◆後　援　兵庫県淡路県民局

❶❷共通
◆場　所　同大キャンパス大講義室 (C 棟３階 )
◆参加費　無料
問同大学地域連携センター　☎ 42-4708 

「
福
良
こ
ど
も
園
」

平
成　

年
４
月
開
園
に
向
け
て

30

◆
奉
仕
活
動

　
久
野
美
佳
さ
ん
（
倭
文
）

　

児
童
養
護
施
設
に
在
席
す
る

児
童
の
散
髪
を
定
期
的
に
無
償

で
実
施
。
専
門
技
術
を
活
か
し

た
地
域
福
祉
活
動
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

◆
奉
仕
活
動

　
萩
原
重
幸
さ
ん
（
賀
集
）

　

平
成
17
年
か
ら
12
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
福
祉
施
設
を
訪
問

し
、
音
楽
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
い
ず
み
会
大
会
で
長

年
地
域
で
の
食
生
活
改
善
活
動

に
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
優
良
い
ず
み

会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
知
事
表
彰

　
（
優
良
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
）

　
柏
木
幸
子
さ
ん
（
松
帆
）

◆
兵
庫
県
い
ず
み
会
会
長
表
彰

　
（
優
良
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
）

　
金
崎
ち
づ
み
さ
ん
（
倭
文
）

◆
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

　

感
謝
状

　
松
坂
壽
仁
さ
ん
（
潮
美
台
）

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
、
人
権
思
想
の
普
及

と
と
も
に
、
住
民
の
人
権
を
見

守
る
擁
護
活
動
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
　
年
度

　
　
　
の
じ
ぎ
く
賞

優
良
い
ず
み
会
表
彰

人
権
擁
護
委
員

　
　
に
対
す
る
表
彰

29
ご受賞おめでとう
ございます。

南あわじ市長 守本 憲弘

吉備国際大学
　「害獣の捕獲とジビエとしての活用」「ナルトオレンジ

等地域産品の加工品開発」「野菜やイネの病害研究と抵
抗性品種開発」「ワークシェアリング就労プロジェクト」

「放牧による除草・獣害防止、集落維持効果の研究」「野
菜の抗酸化成分を増産する栽培法の研究」――これら
は、吉備国際大学が、平成 25 年度から28 年度にか
けて取り組んできた、地域との連携によるプロジェクト
です。更に、29 年度からは、地域貢献ボランティア活
動も授業として実施されることになりました。
　若い学生達が、教授の指導の下、地域住民の協力
を得て、教室での学習、試験場での研究にとどまらず、
生活・産業の現場とのつながりの中でこれらの課題に
取り組んでいます。この共同作業に参加した住民の皆
様は、自らが作っている地域産品の更なる付加価値向
上の方策を見つけたり、頭を悩ませている作物の獣害
や病害の軽減の可能性に明るい未来を感じられたりし
たのではないでしょうか。
　現在、志知キャンパスの学生数は、174 名です。
来年度には、地域創成農学部を地域創成農学科と醸
造学科を擁する農学部に改組すべく準備を進めてお
り、その際には、学生定数も一学年 90 名の規模に

倍増します。市としても、大学に対して、更に幅広い
分野で、地域との連携強化をすすめていただくことを
要望し、また応援することとしています。
　また、もう一つ理事長をはじめ幹部の方々にお願い
しているのは、伝統芸能部の創設です。志知キャン
パスの学生有志に、淡路人形浄瑠璃に取り組んでい
ただければ、市内の高校や中学の部活動メンバーと
のつながりも生まれます。更に、同大学は、多くの海
外の大学と提携しており、交流事業も活発に実施して
います。その機会に学生が日本の伝統芸能を披露す
れば、大学同士の文化交流も大きく深まるものと思い
ます。
　私は、大学生の皆さんが、教室での学習と社会の
現場での活動を結びつけ、楽しく充実したキャンパス
ライフを送り、知識面でも人間的にも大きく成長し卒業
していく、そのような学びの場を作ることが重要である
と考えています。そして、南あわじ市での学生生活の
面白さ、手応えを学生自身や住民が様々な形で発信
し、吉備国際大学が日本中あるいは海外から意欲あ
る若者を引きつける「わがまちの大学」となっていくこ
とを期待してやみません。


